




【分野区分】（例） 

1 防犯・防災に関すること 9 地域文化の継承および創出に関すること 

2 生涯学習活動に関すること 
10 

コミュニティビジネス等地域経営に関す

ること 3 環境及び景観保全に関すること 

4 人権教育・啓発に関すること 

11 

地域課題の解

決、地域振興及

び住民交流に

関すること 

① 地域振興・コミュニ

ティづくり 5 福祉および健康増進に関すること 

6 
高齢者等の生きがいづくりに関する

こと 

② 地域産業育成 

③ 人口減少・定住促進 

7 青少年の健全育成に関すること 
12 

その他特に必要があると各自治協議会が

認めること 8 男女共同参画に関すること 

 

８．分野別地域計画の策定 

自治協議会のまちづくりを推進するための事業、１２分野毎に「課題カード」や「アンケ

ート」をもとに、現在取りくんでいる活動と新しく必要な活動を洗い出し、今後自治協議会

で推進していく事業を明らかにしました。 

その後、今後自治協議会で推進していく事業を選出し、優先順位と具体的な事業内容を検

討しました。 

 【分野別論議の内容】（例） 

分  野 
（目 標） 

課  題 行政区の活動 校区の活動 新しく必要な活動 

防犯及び防災 
に関すること 
（目標） 

「安全・安心

のまちづく

り」 

○住民の防犯・防災意識を

高めるような取組を行う

べきだ 

○挨拶運動 

○区毎の自主

防災組織 

○防犯灯のＬ 
 ΕＤ化 

○防災訓練   
○防災講習会  

○青パトの巡回 
○シルバー保安

官 
 

○防犯カメラの設

置  

○危険個所マップ  

○声かけあいさ 

つ運動  
○防犯灯の増設 

○行政区ごとに自主防災組

織を作り、しっかり機能

するようにすべきだ 

○山間部における災害時の

備えを徹底すべきだ 

 

 【新たに必要な活動】（例）  

区分 
自治協議

会活動案 
どこで なにを どうする 

だれが いつ 
(順位) 自治協 団 体 行 政 

新規 
・継続 

防災組織

の設置 

および講

習会 

自治協議

会 
（コミセン） 

防災組織 
設置して研

修・講習する 
◎ 

○ 
区長会 

△ １ 

新規 
・継続 

防犯カメ

ラの設置 
校区内に 防犯カメラ 

設置する 
（陳情する） 

○ 
△ 

区長会 
◎ ２ 

新規 
・継続 

危険個所

マップ 

自治協議

会 
各区の危険 
箇所マップ 

作成する ◎ 
○ 

区長会 
△ ３ 
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Ⅱ. 大石地区自治協議会 地域計画 

はじめに 

 大石地区自治協議会の「地域計画」は、大石小学校区１８行政区を対象とした『地域まち

づくり計画』です。 
 この計画は、平成２７年度に公募委員・自治協議会役員・地域の各種団体代表等で、策定

委員会を組織して審議を重ね策定したものです。 
 今後は、大石地区全体がこの『地域まちづくり計画』に基づき「自らの地域は自らが創る」

を目標にして、多くの住民が参画し、活動することにより、安全で安心して住んで良かった

といえるまちにすることを目指しています。 
 そのためにも、一人ひとりの住民の皆さまが、この地域計画の趣旨を理解していただき、

大石地区のまちづくりにご支援とご協力をいただきますようお願いを致します。 
大石地区自治協議会 

                                会長 舎川 博道 
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１．大石地区の現状と課題 

（１）地域の現状 

【大石地区の人口・世帯の状況】               平成 27年４月１日現在 

行政区名 
世帯

数 
人口 65 歳以上 高齢率 75 歳以上 後期高齢率 15 歳未満 年少率 

東の一 66  207  71  34.3% 41  19.8% 23  11.1% 

東のニ 47  159  59  37.1% 27  17.0% 6  3.8% 

東の三 88  263  86  32.7% 53  20.2% 31  11.8% 

東の四 122  344  103  29.9% 50  14.5% 57  16.6% 

東の五 47  153  59  38.6% 35  22.9% 17  11.1% 

東の六 42  87  23  26.4% 7  8.0% 10  11.5% 

西の一 35  75  37  49.3% 14  18.7% 4  5.3% 

西の二 53  150  59  39.3% 29  19.3% 14  9.3% 

西の三 50  187  62  33.2% 36  19.3% 26  13.9% 

西の四 19  75  20  26.7% 14  18.7% 8  10.7% 

西の五 25  63  22  34.9% 14  22.2% 5  7.9% 

祇園町 34  100  42  42.0% 21  21.0% 9  9.0% 

川端 42  106  47  44.3% 22  20.8% 9  8.5% 

下の丁 27  75  31  41.3% 10  13.3% 6  8.0% 

温泉区 77  144  52  36.1% 22  15.3% 14  9.7% 

古川村 74  225  84  37.3% 44  19.6% 28  12.4% 

糸丸 44  147  47  32.0% 30  20.4% 11  7.5% 

中鶴 43  127  40  31.5% 23  18.1% 15  11.8% 

（えびね荘） 47  47  47  100.0% 44  93.6% 0  0.0% 

合計 982  2,734  991  36.2% 536  19.6% 293  10.7% 

 

（２）地域の課題 

   大石地区は、うきは市の東部に位置し、江戸時代５人の庄屋がかんがい工事のために 

築造した「大石堰」や、五庄屋の偉業を称えた「三堰の碑（大石堰・長野堰・袋野堰）」 

があることは有名です。 

また、筑後川を挟んで朝倉市杷木町と隣接し、大分自動車道の杷木インターも近く、昭 

和２８年の大洪水後の昭和３０年に湧きだした「筑後川温泉」もあります。 

現在大石地区には、980 世帯 2.700 名が生活しており、地元「弓立神社」の万年願相 
撲大会や、６０回を数える「大石親子凧あげ大会」、２７回を数える「大石堰駅伝競争大

会」等様々な活動に取り組んでいます。 
しかし、少子高齢化・過疎化・核家族化の動きは、地域の共生力を脆弱化させ、１8 行

政区では、15 歳未満の年少率 10％未満が９区、逆に高齢率 35％以上が 9 区、世帯数も

19 世帯から 122 世帯と様々です。

このことから、様々な活動に支障をきたすようになり、地域コミュニティによる地域力

の再生が求められるようになっています。
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２．大石地区がめざす将来像 

 （１）地区の目標 

   「人と人とのつながりを大切にし、世代を超えた笑顔あふれるまち大石」 

    地域計画策定委員会 各班の目標 

○「地域産業発展のまち大石」 

○「世代を超えた安心・安全な笑顔あふれるまち大石」 

○「自主防災と定住促進に取り組み安心して子育てが出来るまち大石」 

○「人と人とのつながりを大切にするまち大石」 

○「子供の声があふれるまち大石」 

（２）分野（項目）と将来像 

  大石地区将来像を達成するための分野（項目）毎の将来像 

№ 分野（項目） 
大石地区まちづくりの将来像 

うきは市まちづくりの将来像（総合計画） 

１ 防犯及び防災に関すること 
防災体制を確立し、安心・安全なまちづくり 

・防災意識が広まり住民の安心度が高まっています 

２ 生涯学習活動に関すること 
人々のふれあいを大切にできるまちづくり 

・生涯を通した学習が盛んになっています 

３ 
環境及び景観の保全に関す

ること 

子どもが笑顔でいられる環境づくり 

・快適な暮らしができています 

４ 
人権教育・啓発に関するこ

と 

思いやりの集まるまちづくり 

・全ての人の人権が大切にされています 

５ 
福祉及び健康増進に関する

こと 

つなごう人の輪大石の輪 

・お互いに支え合う地域ができています 

６ 
高齢者等の生きがいに関す

ること 

安心して暮らせる大石  

・高齢者が地域でいきいきと暮らしています 

７ 
青少年の健全育成に関する

こと 

子どもの夢と希望を育むまちづくり 

・青少年が健全に成長しています 

８ 
男女共同参画社会の推進に

関すること 

女性が様々な場で活躍できるまちづくり 

・男女が互いに認め合い尊重しています 

９ 
地域文化の継承及び創出に

関すること 

歴史と伝統、文化の息づくまちづくり 

・伝統と文化が守られ受け継がれています 

10 
コミュニティビジネス等地

域経営に関すること 

地域資源を活かしたまちづくり 

・地場産業がいきいきとしています 

11 

地域課 

題解決、 

地域振 

興及び 

住民交 

流 

① 地域振興、コミ

ュニティづくり 

人と人とのつながりを深めるまちづくり 

・自治協議会の活動が活発になっています 

② 地域産業育成 

 

大石ブランドをつくる産業づくり 

・新しい産業が活発化しています 

③ 人口減少、定住

促進 

だれでも住みたくなるまちづくり 

・誰もがいきいきと安心して暮らしています 
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12 その他特に必要があると認

めるもの 

・コミュニティセンター駐車場の拡張、事務室の拡

張、・地域振興事業（地域おこし）の推進など 

３．今後の課題 

大石地区自治協議会では、地域計画策定委員会において審議した結果、地区の将来像「人

と人とのつながりを大切にし、世代を超えた笑顔あふれるまち大石」の実現をめざし、歴

史と伝統を大切にしながら、大人から子どもまで集い・交流し活き活きと生活でき、地区

外の人々との交流が図れる安全で住みよい地区を実現していくための具体的な計画を策定

することができました。 

  今後、大石地区における「地域計画」を実のあるものにしていくためには、１8 の行政区

全住民の理解と協力がなければ推進していくことは困難です。 

したがって、大石地区の活動を地域に理解してもらうため、更なる啓発を行っていく必

要があります。 

 

４．地域計画策定委員名簿  

№ 委 員 名 所属（役職） 校 区 備 考 

１ 佐藤  満 一般公募 西の２  

２ 石井 譲二 一般公募 西の３  

３ 石井 好貴 一般公募 東の３  

４ 江嶋 康宏 一般公募 東の３  

５ 出利葉和彦 一般公募 下の丁  

６ 今村 邦充 区長会 西の２  

７ 和田健一郎 区長会 西の３  

８ 鹿田 正幸 区長会 東の５  

９ 江藤孝太郎 区長会 下の丁  

10 吉瀬 晴規 区長会 古川村  

11 江藤 武紀 分館長 東の３  

12 永松 忠政 分館長 糸 丸  

13 矢野 紀男 老人クラブ 中 鶴  

14 伊藤キヌエ 老人クラブ 東の４  

15 吉瀬  充 防犯委員 下の丁  

16 今村 義房 交通指導員 西の２  

17 高橋正次郎 消防団第９分団 糸 丸  

18 石井 博幸 消防団第９分団 西の２  

19 鬼塚  誠 消防団第９分団 西の４  

20 諫山 勝治 大石小学校ＰＴＡ 古川村  

21 田中 潤子 浮羽中学校ＰＴＡ 東の４  

22 江藤 武夫 民生委員・児童委員 西の２  

23 橋本 和子 民生委員・児童委員 下の丁  

24 行徳 朱美 あいの会 川 端  

25 佐藤 智水 遊林愛児園 西の３  
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26 矢野勢津子 女性代表 中 鶴  

27 岩下壽美恵 女性代表 西の１  

28 石井チトセ 女性代表 下の丁  

29 田中フヂ子 女性代表 東の４  

30 舎川 博道 自治協議会 古川村  

31 石井 正憲 自治協議会 糸 丸  

32 山田 修一 自治協議会 東の３  

33 麻生  学 自治協議会 西の１  

34 石井準一郎 自治協議会 糸 丸  

35 別府 美江 自治協議会 川 端  

36 中嶋 順子 自治協議会 東の１  

37 原田 清美 自治協議会 西の２  

38 篠原 武英 自治協議会 東の３  
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５．資料 

（１）地域計画課題カード 

平成 27 年度大石地区自治協議会地域計画策定委員会 
 

地域計画課題カード 
あなたが、課題だと思う項目に✓チェックをしてください。 

 
 
  □（１）地域活動に若い世代も参加しやすい環境を整えるべきだ 

  □（２）高齢者の生きがい（出番）づくりをするべきだ 

  □（３）地域の歴史や文化を受け継いでいく人材を育てるべきだ 

  □（４）空き家を有効活用した取組を行うべきだ 

  □（５）地域の安全・安心を守るため防犯カメラの設置箇所を増やすべきだ 

  □（６）昔から伝承されてきた伝統や行事を受け継いでいくべきだ 

  □（７）世代間の交流を深めるような取組を行うべきだ 

  □（８）子育て世代同士で交流できる場を設けるべきだ 

  □（９）転入者など行政区未加入者が増えてきているので加入促進の取組を行うべきだ 

  □（10）移動手段のない高齢者対策に取り組むべきだ 

  □（11）住民の防犯・防災意識を高めるような取組を行うべきだ 

  □（12）商店や企業の誘致を進めるべきだ 

  □（13）安心して子育てができるような環境づくりをすべきだ 

  □（14）安全に通行できるよう道路幅の拡張や歩道の整備を行うべきだ 
  □（15）水害発生時の備えを十分に行っておくべきだ 
  □（16）若い世代にも関心を持ってもらえるよう地域の歴史を教える場を設けるべきだ 
  □（17）一人暮らしの高齢者に対する見守りを徹底するべきだ 
  □（18）公共交通機関の整備をするべきだ 
  □（19）地域活動の担い手づくりのための人材育成を行うべきだ 
  □（20）夜の安全のために街灯の設置をするべきだ 
  □（21）子育て世代の負担を減らす取組を行うべきだ 

  □（22）袋野用水など地域の歴史的・文化的財産をもっと PR すべきだ 
  □（23）自主防災の校区での組織的な活動を行うべきだ 

  □（24）高齢者の生活を地域で支援する取組を行うべきだ 
  □（25）コミュニティ活動の充実を図り、希薄化している人間関係を改善すべきだ 
  □（26）耕作放棄地の整備や有効活用した取組を行うべきだ 
  □（27）公園の整備など子どもの遊び場づくりをするべきだ 

  □（28）コミュニティセンターの活用プランづくりを行うべきだ 

  □（29）下水道など住環境基盤の整備を行うべきだ 

  □（30）Ｕターン者や移住者を温かく迎え交流できる場をつくるべきだ 

  □（31）人口減少・定住促進対策に取り組むべきだ 

  □（32）雇用の創出を図るため企業の誘致を行うべきだ 
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 （２）地域計画に関するアンケート結果（大石地区自治協議会） 

                                    
問１ あなたがお住まいの地域のまちづくりの将来像として、重要だと考えることは何です

か？（優先順位が高いものから順に３つ番号に○をつけてください） 

① 安全・安心なまちづくり 

② 子どもたちを育むまちづくり 

③ 健康で共に生きるまちづくり 

④ 住民のふれあいや支え合いのあるまちづくり 

⑤ 環境にやさしい緑豊かで快適なまちづくり 

⑥ 男性も女性も活躍できるまちづくり 

⑦ 生涯にわたって学び続けるまちづくり 

⑧ 人権にやさしいまちづくり 

⑨ 文化やスポーツが盛んなまちづくり 

⑩ 地域の産業が盛んなまちづくり 

⑪ その他 ○高齢化が進み、過疎化に拍車がかかっていく事が予想される。これは、  

うきは市にとって重大な課題であるため、いかにして市民の負担を減らすことに尽力

するかが問題である。それには、市民税を軽減する方策を立案する必要がある。 

 

問１ 地域のまちづくりの将来像（考察） 
地域のまちづくりの将来像として、優先順位が高い三つは、①安全・安心なまちづく

り、②子どもたちを育むまちづくり、④住民のふれあいや支え合いのあるまちづくり 

が挙げられ、次いで⑩地域産業が盛んなまちづくり、と③健康で共に生きるまちづくり

となっている。 

 このことから、大石地区住民の将来像として、安心して生活でき、健康でふれあいや

支え合い、子どもを育むまちづくりを求めていることが分かる。 

 しかし、もう一つの将来像として、地域産業の発展が求められている。 

 

 問２ あなたがお住まいの地域のまちづくりの重点施策として、重要だと考えることは何で

すか？（優先順位が高いものから順に３つ番号に○をつけてください） 

0 10 20 30 40 50 60

その他 
地域産業 

文化スポーツ 
人権 

生涯学ぶ 
男性・女性 

環境 
住民のふれあい 

健康 
子どもを育む 

安全・安心 
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① 高齢者の見守り 

② 障害者の自立支援 

③ 子育て支援 

④ 防災対策 

⑤ 交通安全対策 

⑥ 青少年育成支援 

⑦ 健康づくり支援 

⑧ 清掃・美化活動 

⑨ 環境・リサイクル活動 

⑩ 緑化・街並み 

⑪ 生活道路の整備・管理 

⑫ 公園の整備・管理 

⑬ 商店街の活性化 

⑭ 地場産業の育成 

⑮ 文化活動の支援 

⑯ ふれあい活動 

⑰ 生涯学習活動 

⑱ スポーツ活動 
⑲ その他 ○若者の職場、バイパスの繁栄 ○各集落のコミュニケーション  

○企業誘致を進める 

 
問２ 地域のまちづくりの重点施策（考察） 

地域のまちづくりの重点施策として、突出しているのは、③子育て支援、④防災対策、

次いで、①高齢者の見守りとなっている。 

 このことから、増加する高齢者への配慮と次代を担う子ども一人ひとりの育ちを社会

全体で応援すること、また、安心して生活できる地域として防災対策も求めている。 

 

問３ あなたがお住まいの地域の魅力をより高める為にはどんなことに優先的に取り組むべ

きと考えますか？（優先順位が高いものから順に３つ番号に○をつけてください） 
① コミュニティセンター（自治協議会施設）活用プランづくり 

② みんなが集り・交流できる場所づくり 

③ 野菜などの直売所づくり 

④ 道路・下水道などの住環境基盤の整備  

⑤ 耕作放棄地の整備、美しい里山づくり 

0 5 10 15 20 25 30 35

その他 
スポーツ 
生涯学習 

ふれあい活動 
文化活動 
地場産業 

商店街 
公園 

生活道路 
緑化・街並み 

環境 
清掃美化 

健康づくり 
青少年育成 

交通安全 
防災対策 

子育て支援 
障害者 
高齢者 
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⑥ 古道など散策道路整備＆イベント実施 

⑦ 小さな魅力スポット発掘＆マップ作成 

⑧ 交通の便がよい環境づくり 

⑨ 文化・体育的イベント実施 

⑩ くつろげる公園や・緑地の整備 

⑪ その他 ○本地区は宝の宝庫（山・川・施設）であるのに対し、それを活かし切れ

ていない。○単体で作り上げるのではなく、連帯感を持たせた地域・観光づくりを

行なえば雇用が進み、よりよい地域づくりが行なわれると思う。 

 

 
問３ 地域の魅力をより高める為に優先的に取り組むべきと考えること（考察） 

地域の魅力をより高める為に優先的に取り組むべきと考えることとして、突出してい

るのは、②みんなが集り・交流できる場所づくり、コミュニティセンター（自治協議会

施設）活用プランづくりである。 

次いで、⑥耕作法基地の整備、美しい里山づくり、④道路・下水道などの住環境基盤

の整備が挙げられる。 

このことから、大石地区住民の地域づくりの目標としては、コミュニティセンターを

活用したまちづくりが求められていることが考えられる。 

 

問４ あなたがお住まいの地域のつながり、一体感をより高めるために何をしたらよいと考

えますか？（優先順位の高いものから順に２つ番号に○をつけてください） 
① 若者同士が知り合ったり、交流できる機会をつくる 

② 女性（お嫁さん含む）同士が知り合ったり、交流できる機会をつくる 

③ おじいちゃん、おばあちゃんの知恵・技術を学ぶ場をつくる 

④ ∪ターンの人や、移住者を温かく迎え交流できる場をつくる 

⑤ こどもが学び・遊ぶ場をつくる 

⑥ まちづくりについて世代を超えて自由に語れる場をつくる 

⑦ その他  

0 5 10 15 20 25 30 35

その他 
公園・緑地 
文化・体育 
環境づくり 
マップ作成 

イベント実施 
耕作放棄地 
住環境整備 

直売所 
集まる場 

コミセン活用 
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問４ 地域のつながり、一体感をより高めるために何をしたらよいと考えるか（考察） 

地域のつながり、一体感をより高めるために何をしたらよいかで、突出しているのは、 

④∪ターンの人や、移住者を温かく迎え交流できる場をつくる、①女性（お嫁さん含む）

同士が知り合ったり、交流できる機会をつくるである。 

 一方、⑤こどもが学び・遊ぶ場をつくるや③おじいちゃん、おばあちゃんの知恵・技

術を学ぶ場をつくる、⑥まちづくりについて世代を超えて自由に語れる場をつくるも多

く、種々の活動を行なうための「場所づくり」様々な交流の場づくりが求められている。 

 

問５ あなたのお住まいの地域の今後１０年間のまちづくりにおいて、今真っ先に手を打つ

べきと考える施策は何ですか？（優先順位の高いものから順に３つ番号を記載ください）    

① 人口減少・定住促進対策 

② 子育てのしやすいまちづくり 

③ 自然・環境整備 

④ 観光・施設活用 

⑤ 交通・道路整備 

⑥ 農林業の担い手づくり 

⑦ 防犯・防災 

⑧ 高齢者の生きがいづくり 

⑨ 雇用の創出・企業誘致 

⑩ 伝統文化の伝承・教育 

⑪ まちづくりをする人材育成 

⑫ 地域が自立するための財源確保  

⑬ その他（                 ） 

 

   

0 5 10 15 20 25 30 35

その他 
まちづくりの場 

学び遊ぶ場 
交流の場 
学ぶ場 

女性交流機会 
若者交流機会 

0 5 10 15 20 25 30 35 40

その他 
財源確保 
人材育成 
伝統文化 
企業誘致 

高齢者生きがい 
防犯・防災 
農業担い手 

交通道路整備 
観光・施設活用 

自然・環境 
子育ての場 

定住促進 
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問５ 今後１０年間のまちづくりにおいて、今真っ先に手を打つべきと考える施策は何です

か 

今後１０年間のまちづくりにおいて、今真っ先に手を打つべきと考える施策とし

て、突出しているのは、①人口減少・定住促進対策で、人口減少に対する定住促進、

併せて②子育てのしやすいまちづくりが求められている。 

また、大石地区の特徴として、⑨雇用の創出・企業誘致が大きく求められている。 
 

問６  その他ご意見があれば、なんでもご自由にお聞かせください。 

○うきは市は、農業・観光の場所としては、最適な地域である。しかし、営農者は

高齢化が進み担い手不足が深刻な問題となっている。更に自然・温泉・食料を主

とした資源はあるものの、いま一つ観光誘致が不足している。営農は、組織法人

化しているが、一枚の農地が小さいため、営農の効率が悪く維持管理削減が図れ

ていない。よって、畦を撤廃し農地拡大した営農に方針を図れば、効率的な営農

が図れる。 

  観光に至っては、単一施設の観光誘致ではなく、連続性を持たせた施設の観光

誘致を図れば、より一層の財源確保が望めると考えられる。 

○アンケートの趣旨とは少し違うかもしれませんが、以下のことは主要課題と考え

る。 

 ・上水道の問題である。これから人口減少になっていくのは明らかである。その

中で、下流から上流に水を引くのはどう考えても「建設コスト」、「ランニング

コスト」がかかりすぎて市民の負担が大きくなるのは目に見えている。 

 ・市民の負担がなければ良いが、必然的に負担は増える。そうなるとアンケート

の趣旨である住みよい地域づくりとは、の原点に戻れるものと考える。⇒税金納

付額が増えれば、市民としては、どうかということになるのでは、ぜひともお考

えください。 

ご協力ありがとうございました！ 
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公

共
交

通
機

関
の

整
備

を
行

う
 

 

区
分

 
自
治

協
議
会

活
動
案

 
ど
こ

で
 

な
に

を
 

ど
う

す
る

 
だ
れ

が
 

い
つ

 

(順
位

) 
自
治

協
 

団
 

体
 

行
 

政
 

新
規
・
継
続

 道
路

愛
護

 
各
行

政
区

 
道
路

・
河
川

 
整
備

を
行
う

 
△

 
◎

 

行
政

区
 

◎
 

１
 

新
規
・
継

続
 意

見
を
出

し
合
う

シ
ス
テ

ム
づ

く
り

 

行
政

区
公
民

館
 

大
石

コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

セ
 

ン
タ

ー
 

環
境

及
び
景

観
保
全

の
 

問
題

 

解
決

に
向
け

て
の
打

合
 

せ
 

◎
 

◎
 

行
政

区
 

○
 

２
 

新
規
・
継

続
 効

率
の
よ

い
作
業

が
で
き

る
シ

ス
テ

ム
づ
く

り
 

行
政

区
公
民

館
 

大
石

コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

セ
 

ン
タ

ー
 

環
境

及
び
景

観
保
全

の
 

問
題

 

解
決

に
向
け

て
の
打

合
 

せ
 

◎
 

◎
 

行
政

区
 

○
 

３
 

 

－ 21 －



 

分
野 №
 

分
 

野
 

(
目

標
)
 

課
 

題
 

現
在

取
り

組
ん

で
い

る

行
政

区
活

動
 

現
在

取
り

組
ん

で
い

る

地
区

内
活

動
 

新
し

く
必

要
な

活
動

 
今

後
取

り
組

む
活

動
 

  ４
 

 

 人
権

教
育
・
啓

発
 

（
目

標
）

 

「
思

い
や

り
の

集
ま

る
ま

ち
づ

く
り

」
 

○
人

権
教

育
・

啓
発

の
推

進
を

行
う

 

 
○
人

権
講
演

会
 

 
（

講
師
招

聘
）

 

○
人

権
学

習
(
区

長
会

・
分
館

 

長
会
・

各
部
会

)
 
 

○
人

権
の

花
の

栽
培

 

●
人
権

講
演
会

 

●
人
権

学
習

 

 
（
区

長
会
・

分
館
長

会
・

部
会
）
 

●
人
権

の
花
栽

培
 

  

 

区
分

 
自
治

協
議
会

活
動
案

 
ど
こ

で
 

な
に

を
 

ど
う

す
る

 
だ
れ

が
 

い
つ

 

(順
位

) 
自
治

協
 

団
 

体
 

行
 

政
 

新
規
・
継
続

 人
権

講
演

会
 

自
治

協
議
会

 
講
演

会
 

開
催

す
る

 
◎

 
△

 
○

 
１

 

新
規
・
継

続
 人

権
学

習
会

 
自
治

協
議
会

 
学
習

会
 

開
催

す
る

 

市
の

ビ
デ
オ

と
講
話

 
◎

 
△

 
○

 
２

 

新
規
・
継

続
 人

権
の

花
栽

培
 

自
治

協
議
会

 
人
権

の
花
（

ひ
ま
わ

り
）

を
育

て
る

 

花
を

植
え
る

場
所
を

選

定
し

子
ど
も

と
一
緒

に

植
え

る
 

◎
 

◎
 

（
小

学
校
）

△
 

３
 

   

－ 22 －



 

№
 

分
 

野
 

(
目

標
)
 

課
 

題
 

現
在

取
り

組
ん

で
い

る

行
政

区
活

動
 

現
在

取
り

組
ん

で
い

る
 

地
区

内
活

動
 

新
し

く
必

要
な

活
動

 
今

後
取

り
組

む
活

動
 

５
 

福
祉

及
び

健

康
増

進
 

（
目

標
）

 

「
つ

な
ご

う
人

の
輪

大
石

の
輪

」

○
高

齢
者

の
生

活
を

地
域

で
支

援
す

る
取
組

を
行
う

 
○
お

宮
の
掃
除

 
○
駅

前
掃
除

 
○

１
人

暮
ら

し
に

声
掛

け
 

○
見

守
り
・

声
掛

け
 

○
よ

り
あ
い

会
 

○
友

愛
訪
問

 
○
ラ

ジ
オ
体

操
 

○
あ

い
の
会

弁
当
づ

く
り

 
○
小

修
理
活

動
 

○
買

い
物
支

援
 

○
一

人
暮
ら

し
訪
問

 
○
福

祉
ま
つ

り
 

○
福

祉
委
員

研
修
会

 
○
シ

ル
バ
ー

料
理
教

室
 

○
簡

単
な
食

事
つ
く

り
応
援

 
○
各

家
庭
の

掃
除

 
○

移
動

ス
ー

パ
ー

週
１

回
を

週
２

回
に

 
○
簡

単
な
家

の
修
理
・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活
動

 
○

買
い

物
支

援
を

多
く

の
方

が
手

伝
え

る
よ

う
に

し
た

い
 

●
見
守

り
・
声

か
け
 

○
一
人

暮
ら
し

の
声

か
け

 

●
買
い

物
支
援

 

多
く

の
人

が
手

伝
え

る
よ

う
に

し
た

い
 

●
簡
単

な
家
の

修
理
 

○
ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア
活
動

 

○
よ
り

あ
い
会

 

○
移
動

ス
ー
パ

ー
 

 

 

区
分

 
自
治

協
議
会

活
動
案

 
ど
こ

で
 

な
に

を
 

ど
う

す
る

 
だ
れ

が
 

い
つ

 

(順
位

) 
自
治

協
 

団
 

体
 

行
 

政
 

新
規
・
継
続

 見
守

り
・

声
か

け
 

各
行

政
区

 
見
守

り
・
声

か
け

 
高

齢
者
宅

を
訪
問

し
実

施
す

る
 

○
 

◎
 

行
政

区
 

△
 

１
 

新
規
・
継

続
 ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
 

（
家

の
簡

単
な

修
理

）
 

自
治

協
議

会
 

専
門

の
方
の

登
録

 

（
窓

口
：
自

治
協
議

会
）

独
居

高
齢

者
世
帯

に
対

 

し
て

活
動

 

材
料

費
の

み
（
請

求
ま

た

は
ガ

ソ
リ

ン
代
等

）
 

◎
 

○
 

地
域

の
方

 
△

 
２

 

新
規
・
継

続
 買

い
物

支
援

 
自

治
協
議

会
 

移
動

ス
ー
パ

ー
の
回

数
・

ル
ー
ト

を
増
や

す
 

市
の

補
助

金
申
請

 

ル
ー

ト
の

検
討

 
○

 
○

 

行
政

区
 

◎
 

補
助

金
 

３
 

  

－ 23 －



 

№
 

分
 

野
 

(
目

標
)
 

課
 

題
 

現
在

取
り

組
ん

で
い

る

行
政

区
活

動
 

現
在

取
り

組
ん

で
い

る
 

地
区

内
活

動
 

新
し

く
必

要
な

活
動

 
今

後
取

り
組

む
活

動
 

６
 

 高
齢

者
等

の

生
き

が
い
 

（
目

標
）

 

「
安

心
し

て
暮

ら
せ

る
大

石
」

 

○
高

齢
者
の

生
き
が

い
（

出
番

）

づ
く

り
を
す

る
 

○
花

つ
く
り

 

○
し

め
縄
作

り
 

（
西

高
見
）

 

○
長

寿
を
祝

う
会

 

○
老

人
ク

ラ
ブ

グ
ラ

ウ
ン

ド
ゴ

ル
フ
大

会
 

○
老

人
ク

ラ
ブ

パ
ー

ク
ゴ

ル
フ

大
会

 

 

○
便

利
屋
活

動
 

（
基

本
は
ボ

ラ
ン
テ

ィ
ア
）

 

（
例

）
・

テ
レ

ビ
の

故
障

・
玄

関
チ

ャ
イ
ム

の
故
障

等
）

 

○
有

償
ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア
 

○
行

政
区

の
公

民
館

の
解

放

（
サ

ー
ク
ル

活
動
を

行
う
）

●
老

人
ク

ラ
ブ

グ
ラ

ウ
ン

ド
ゴ

ル

フ
大

会
 

●
一

人
暮

ら
し

高
齢

者
に

対
す

る

見
守

り
の
徹

底
 

○
便
利

屋
活
動

 

  

○
移

動
手

段
の

な
い

高
齢

者
対

策
に

取
り
組

む
 

○
一

人
暮

ら
し

高
齢

者
に

対
す

る
見

守
り
を

徹
底
す

る
 

 

区
分

 
自
治

協
議
会

活
動
案

 
ど
こ

で
 

な
に

を
 

ど
う

す
る

 
だ
れ

が
 

い
つ

 

(順
位

) 
自
治

協
 

団
 

体
 

行
 

政
 

新
規
・
継
続

 グ
ラ

ウ
ン

ド
ゴ

ル
フ

大
会

 
老
人

ク
ラ

ブ
 

グ
ラ

ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ

大

会
 

開
催

す
る

 
◎

 
○

 
△

 
１

 

新
規
・
継

続
 一

人
暮

ら
し

高
齢

者
に

対
 

す
る

見
守

り
 

自
治

協
議
会

 
便
利

屋
活
動

 
ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア
活
動

 
◎

 
○

 
△

 
２

 

          

－ 24 －



 

№
 

分
 

野
 

(
目

標
)
 

課
 

題
 

現
在

取
り

組
ん

で
い

る

行
政

区
活

動
 

現
在

取
り

組
ん

で
い

る
 

地
区

内
活

動
 

新
し

く
必

要
な

活
動

 
今

後
取

り
組

む
活

動
 

  ７
 

 

 

青
少

年
の
健

 

全
育

成
 

（
目

標
）

 

「
子

ど
も

の
夢

と
希

望
を

育
む

ま
ち

づ
く

り
」

 

○
少

子
化

が
進

む
中

、
子

供
会

活
動

な
ど

維
持

存
続

で
き

る

よ
う

な
工

夫
し

た
取

組
を

行

う
 

○
シ

ル
バ
ー

保
安
官

 
○
と

い
も
っ

祭
 

 
子

育
て

と
教

育
を

進
め

る
会

 
○

親
子

ソ
フ

テ
ィ

ボ
ー

ル

大
会

 
 ○
弓

立
神
社

万
年
願

 
 
相

撲
大
会

 

○
リ

ー
ダ
ー
育

成
 

○
通

学
合
宿

 

○
野

外
体
験

活
動

 

○
あ

い
さ
つ

運
動
 

 

○
子

育
て
相

談
 

 

○
寺

子
屋
的

な
教
育

 

○
伝

統
行
事

の
継
承

と
発
展

 

●
通
学

合
宿
 

●
リ
ー

ダ
ー
育

成
（
子

ど
も

会
）

 

●
伝
統

行
事
 

 
（
相

撲
、
駅

伝
、

凧
揚
げ

）
 

○
寺
子

屋
的
な

教
育
 

  

○
安

心
し

て
子

育
て

が
で

き
る

よ
う

な
環
境

づ
く
り

を
行
う

 

区
分

 
自
治

協
議
会

動
案

 
ど

こ
で

 
な
に

を
 

ど
う

す
る

 
だ

れ
が

 
い
つ

 

(順
位

) 
自

治
協

 
団
 

体
 

行
 

政
 

新
規
・
継

続
 通

学
合

宿
 

コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン

タ

ー
 

合
 
宿

 
大
石

地
区
全

体
の
取

り

組
み

と
し
て

開
催
す

る
 

◎
 

○
 

（
Ｐ

Ｔ
Ａ
）

△
 

１
 

新
規
・
継

続
 リ

ー
ダ

ー
育

成
 

（
子

ど
も

会
）

 
自
治

協
議
会

 
研

修
会

 
子
ど

も
会
を

育
む
リ

ー

ダ
ー

育
成

 
◎

 
○

 

（
Ｐ

Ｔ
Ａ
）

△
 

２
 

新
規
・
継

続
 伝

統
行

事
の

継
承

と
発

展
 
自
治

協
議
会

 
伝

統
行

事
 

高
齢

者
と
共

に
伝
統

を

継
承

し
新
し

く
作
る

 
◎

 
○

 
△

 
３

 

    

－ 25 －



 分
野 №
 

分
 

野
 

(
目

標
)
 

課
 

題
 

現
在

取
り

組
ん

で
い

る

行
政

区
活

動
 

現
在

取
り

組
ん

で
い

る
校

区
内

活
動

 
新

し
く

必
要

な
活

動
 

今
後

取
り

組
む

活
動

 

  ８
 

 

男
女

共
同

参
画

社
会

の
推
進

 

（
目

標
）

 

「
女

性
が

様
々

な

場
で

活
躍

で
き

る

ま
ち

づ
く

り
」

 

○
男

女
共

同
参

画
社

会
の

推
進

を
行

な
う

 

 
○
女

性
部
会

 

○
井

戸
端
会

議
 

○
視

察
研
修

 

○
女

性
部
連

絡
員
学

習
会
 
 

○
男

の
料
理

教
室

 

○
地

区
民

へ
講

演
等

で
の

啓

発
活

動
 

●
女
性

部
連
絡

員
学
習

会
 

●
男
の

料
理
教

室
 

●
講
演

会
の

実
施

 

○
女
性

部
会
の

設
置
 

 

 

区
分

 
自
治

協
議
会

動
案

 
ど

こ
で

 
な
に

を
 

ど
う

す
る

 
だ

れ
が

 
い
つ

 

(順
位

) 
自

治
協

 
団
 

体
 

行
 

政
 

新
規
・
継

続
 女

性
部

主
催

の
学

習
会

 
自
治

協
議
会

 
講

演
会

 
開
催

す
る

 
◎

 
○

 
△

 
１

 

新
規
・
継

続
 男

の
料

理
教

室
 

自
治

協
議
会

 
料

理
教

室
 

開
催

す
る

 
◎

 
○

 
△

 
２

 

新
規
・
継

続
 講

演
会

の
実

施
 

自
治

協
議
会

 
講

演
会

 
講
師

を
招
聘

し
て
学

習

す
る

 
◎

 
○

 
△

 
３

 

      

－ 26 －



 

№
 

分
 

野
 

(
目

標
)
 

課
 

題
 

現
在

取
り

組
ん

で
い

る

行
政

区
活

動
 

現
在

取
り

組
ん

で
い

る
 

地
区

内
活

動
 

新
し

く
必

要
な

活
動

 
今

後
取

り
組

む
活

動
 

   ９
 

  

地
域

文
化
の

 

継
承

及
び
創

 

出
 

 （
目

標
）

 

「
歴

史
と

伝
統

、

文
化

の
息

づ
く

ま
ち

づ
く

り
」

 

 

○
地

域
の

歴
史

や
文

化
を

受
け

継
い

で
い
く

人
材
を

育
て
る

 ○
夏

ま
つ
り

 

○
堂

籠
り

 

○
鬼

火
た
き

 

 ○
し

め
縄
づ

く
り

 
○
歴

史
マ
ッ

プ
づ
く

り
 

○
地

域
資

源
の

把
握

と
情

報

発
信

 

○
歴

史
文
化

の
伝
承

 

（
子

ど
も
へ

）
 

○
地

域
歴

史
・

文
化

の
周

知
・

広
報

 

 ●
し
め

縄
づ
く

り
 

●
地
域

の
歴
史

文
化
の

周
知
・
広

報
 

○
歴
史

文
化
の

伝
承
（

子
ど
も

へ
）
 

  

○
昔

か
ら

伝
承

さ
れ

て
き

た
伝

統
や

行
事
を

受
け
継

ぐ
 

○
若

い
世

代
に

も
関

心
を

持
っ

て
も

ら
え

る
よ

う
な

地
域

の

歴
史

を
教
え

る
場
を

設
け
る

○
袋

野
用

水
な

ど
地

域
の

歴
史

的
・

文
化

的
財

産
を

も
っ

と

Ｐ
Ｒ

す
る

 

 

区
分

 
自
治

協
議
会

活
動
案

 
ど
こ

で
 

な
に

を
 

ど
う

す
る

 
だ
れ

が
 

い
つ

 

(順
位

) 
自
治

協
 

団
 

体
 

行
 

政
 

新
規
・
継
続

 し
め

縄
づ

く
り

 

 
行

政
区

 
し
め

縄
 

作
成

す
る

 
○

 
◎

 

（
行

政
区
）

△
 

１
 

新
規
・
継

続
 地

域
の

歴
史

文
化

の
周

知
・

広
報

 
自

治
協
議

会
 

マ
ッ

プ
づ
く

り
 

コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
便
り

 
作

成
す
る

 
◎

 
△

 

（
行

政
区
）

○
 

２
 

     

－ 27 －



 

分 野 №
 

分
 

野
 

(
目

標
)
 

課
 

題
 

現
在

取
り

組
ん

で
い

る

行
政

区
活

動
 

現
在

取
り

組
ん

で
い

る
 

地
区

内
活

動
 

新
し

く
必

要
な

活
動

 
今

後
取

り
組

む
活

動
 

  10
 

 

コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
 

ビ
ジ

ネ
ス
等

地
 

域
経

営
 

（
目

標
）

 

「
地

域
資

源
を

活

か
し

た
ま

ち
づ

く

り
」

 

○
地

域
が

一
体

と
な

っ
て

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

イ
ベ

ン

ト
の

推
進
を

行
う

 

 
○

フ
ァ

イ
バ

ー
リ

サ
イ

ク

ル
事

業
 

○
地

域
資

源
を

活
用

し
た

地

域
お

こ
し

 

○
イ

ベ
ン
ト

の
実

施
 

  

●
フ

ァ
イ

バ
ー

リ
サ

イ
ク

ル
事

業
 

●
地

産
地
消

の
直
売

所
開
設

 

 
○

地
域

資
源

を
活

用
し

た
地

域

お
こ

し
を
行

う
 

 

区
分

 
自
治

協
議
会

活
動
案

 
ど

こ
で

 
な
に

を
 

ど
う

す
る

 
だ
れ

が
 

い
つ

 

(順
位

) 
自
治

協
 

団
 

体
 

行
 

政
 

新
規
・
継
続

 フ
ァ

イ
バ

ー
リ

サ
イ

ク
ル

事
業

 
自
治

協
議
会

 
衣

類
・
雑

貨
等

 
リ
サ

イ
ク
ル

品
を
販

売

し
て

収
益
を

得
る

 
◎

 
○

 
△

 
１

 

新
規
・
継

続
 直

売
所

開
設

 

 
自
治

協
議
会

 
野

菜
・
果

物
等

 
産
物

を
持
ち

寄
り
青

空

市
場

の
開
設

 
◎

 
◎

 

（
営

農
者
）

△
 

２
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№
 

分
 

野
 

(
目

標
)
  

課
 

題
 

現
在

取
り

組
ん

で
い

る
行

政
区

活
動

 

現
在

取
り

組
ん

で
い

る

地
区

内
活

動
 

新
し

く
必

要
な

活
動

 
今

後
取

り
組

む
活

動
 

11
  

 

①
地
域

振
興

、

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

づ
く

り
 

（
目

標
）

 

「
人

と
人

と
の

つ
な

が
り

を
深

め
る

ま
ち

づ
く

り
」

 

○
地

域
活

動
に

若
い

世
代

も
参

加
し

や
す
い

環
境
を

整
え
る

 
○
お

祭
り

・
演
芸

会
・

獅
子
舞

 

○
パ

ー
ク

ゴ
ル
フ

大
会

 

○
公

園
の

草
刈

 

○
グ

ラ
ウ

ン
ド
ゴ

ル
フ
大

会
 

○
花

ま
つ

り
 

○
道

路
愛

護
 

○
ひ

が
ん

ご
も
り

 

○
堤

防
・

放
水
路

の
草

刈
 

 

○
堂

籠
も

り
 

 

○
子

供
会

行
事
（
キ

ャ
ン
プ

等
）

○
大
石

小
運
動

会
 

○
ラ
ジ

オ
体
操

 

○
三
世

代
交
流

 

○
と
い

も
っ
祭

 

○
文
化

祭
 
 

 

○
通
学

合
宿

 

○
グ

ラ
ウ

ン
ド

ゴ
ル

フ

大
会

 

○
ま

つ
り

（
市

の
フ

ォ
ロ

ー
手

配
ル

ー

ト
)・

一
度
止

め
る

と
再

開
難

 
○

盆
踊

り
大

会
 

○
小

学
校

運
動

会
を

活
用

し
た

地
域

運

動
会

 
○

ス
ポ

ー
ツ
大
会

 
○

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

セ
ン

タ
ー

の
活

用
 

○
大
石

版
寺

子
屋

 
○

大
石

グ
ラ

ウ
ン

ド
ゴ

ル
フ

大
会

を
行

政
区

で
も

実
施

し
上

位
数

チ
ー

ム
再

参
加

 
○

高
齢

者
の

先
生

に
よ

る
子

供
へ

の
料

理
教

室
 

○
ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

人
材

バ
ン

ク
 

○
鬼
火

た
き

・
お

ま
つ

り
・

獅
子

舞
 

○
地
域

清
掃

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

 
○

シ
ル

バ
ー

人
材

セ
ン

タ
ー

(大
石

)  

 ●
公

園
の
草

刈
り

 

●
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
セ

ン
タ

ー
（

公

民
館

）
の

活
用
 

●
お

祭
り
・

演
芸
会
・

獅
子

舞
 

○
花

ま
つ
り

 

○
シ

ル
バ
ー

人
材
セ

ン
タ
ー

 

○
ボ

ラ
ン
テ

ィ
ア
人

材
バ
ン

ク
 

○
大

石
版
寺

子
屋
 

○
地

域
運
動

会
 

○
世

代
間

の
交

流
を

深
め

る
よ

う
な

取
組
を

行
う

 

○
子

育
て

世
代

同
士

で
交

流
で

き
る

場
を
設

け
る

 

○
地

域
活

動
の

担
い

手
づ

く
り

の
た

め
の
人

材
育
成

を
行
う

 

○
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
活

動
の

充
実

を
図

り
、
希
薄

化
し
て

い
る
人

間
関

係
を
改

善
す
る

 

 

区
分

 
自
治

協
議
会

活
動
案

 
ど
こ

で
 

な
に

を
 

ど
う

す
る

 
だ
れ

が
 

い
つ

 

(順
位

) 
自
治

協
 

団
 

体
 

行
 

政
 

新
規
・
継

続
 公

園
の

草
刈

り
 

自
治

協
議
会

 
環

境
整
備

 
校
区

内
全
域

の
堤
防
・
空

き
地

の
草
刈

り
 

◎
 

○
 

○
 

１
 

新
規
・
継
続

 コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

セ
ン

タ
ー

（
公

民
館

）
の

活
用

 
自
治

協
議
会

 
寺

子
屋
・
趣

味
等

 
校
区

内
の
得

意
な
人

を

活
用

し
て
行

う
 

◎
 

○
 

△
 

２
 

新
規
・
継
続

 地
域

行
事

の
開

催
 

行
政

区
 

地
域

運
動

会
、
お

祭
り

・

演
芸

会
・

獅
子
舞

 
等

 
行
政

区
毎
に

実
施
す

る
 

○
 

◎
 

行
政

区
 

△
 

３
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№
 

分
 

野
 

(
目

標
)
 

課
 

題
 

現
在

取
り

組
ん

で
い

る

行
政

区
活

動
 

現
在

取
り

組
ん

で
い

る

地
区

内
活

動
 

新
し

く
必

要
な

活
動

 
今

後
取

り
組

む
活

動
 

 11
  

②
地

域
産

業

育
成

 

 （
目

標
）

 

「
大

石
ブ

ラ
ン

ド
を

つ
く

る
産

業
づ

く
り

」
 

○
商

店
や

企
業

の
誘

致
を

進
め

る
 

○
家

庭
菜
園
を

す
る

 
○

組
合

を
創

っ
て

放
置

し
て

い
る

と
こ

ろ
で

作
物

を
作
る

 

○
市

に
要
望

を
す

る
 

○
地

元
か

ら
の

要
望

を
調

査
し

希
望

を
叶
え

る
 

○
高

齢
者
の

活
用

 

○
人

脈
の
掘

り
起

し
 

●
組
合

づ
く

り
 

●
雇
用

の
創
出

 

●
地
域

産
業
の

育
成

 

○
家
庭

菜
園
 

○
人
脈

の
掘
り

起
こ

し
 

○
高
齢

者
の
活

用
 

○
人
材

派
遣
（

高
齢

者
の
活

用
）
 

○
耕

作
放

棄
地

の
整

備
や

有
効

活
用

し
た
取

組
を
行

う
 

○
雇

用
の

創
出

を
図

る
た

め
企

業
の

誘
致
を

行
う

 

 

区
分

 
自
治

協
議
会

活
動
案

 
ど
こ

で
 

な
に

を
 

ど
う

す
る

 
だ

れ
が

 
い
つ

 

(順
位

) 
自
治

協
 

団
 
体

 
行
 

政
 

新
規
・
継

続
 組

合
を

つ
く

っ
て
耕

作
放

棄
地

を
整
備

 
自
治

協
議
会

 
協

議
会
（

懇
談

会
）
づ
く

り
 

自
治

協
議
会

、
農
業

委

員
、
営

農
代
表
、
市

役
所

等
関

係
者
で

協
議
す

る
 

○
 

◎
 

（
営

農
組

合
）

○
 

１
 

新
規
・
継

続
 雇

用
の

創
出

 
行
政

と
自
治

協
議
会

 
働

く
環
境
づ

く
り

 
雇
用

対
策
の

実
施

 
○

 
○

 
◎

 
２

 

新
規
・
継

続
 地

域
産

業
の

育
成

 
自
治

協
議
会

・
組
合

 
地

元
産
業

活
性
化

 
観
光

地
の
Ｐ

Ｒ
 

○
 

○
 

◎
 

３
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№
 

分
 

野
 

(
目

標
)
 

課
 

題
 

現
在

取
り

組
ん

で
い

る

行
政

区
活

動
 

現
在

取
り

組
ん

で
い

る

地
区

内
活

動
 

新
し

く
必

要
な

活
動

 
今

後
取

り
組

む
活

動
 

11
 

③
人

口
減

少

減
・
定

住
促

進
 

（
目

標
）

 

「
だ

れ
で

も
住

み
た

く
な

る
ま

ち
づ

く
り

」
 

○
転

入
者

な
ど

行
政

区
未

加
入

者

が
増

え
て

き
て

い
る

の
で

加
入

促
進

の
取
り

組
み
を

行
う

 

○
ア

パ
ー
ト

へ
の
勧
誘

 

○
区

長
さ

ん
か

ら
の

加

入
の

勧
め

 

○
子

供
会

が
参

加
す

る

よ
り

あ
い
会

 

○
通

学
合
宿

 

○
新

規
加

入
者

参
加

の

花
見

 

○
子
供

１
１
０

番
 

○
シ
ル

バ
ー
保

安
官

 

○
危

険
箇

所
マ

ッ
プ

作

成
 

○
延
長

保
育

 

○
子
育

て
支
援
（

学
童

保

育
）

 

○
子
育

て
情
報

発
信

 

○
防

犯
カ
メ

ラ
 

○
空

家
対
策

事
業

 

○
企

業
誘
致

 

○
大

石
の
魅

力
発
信

 

●
子
育

て
支

援
 

（
子
育

て
と

教
育
・

学
童
保

育
）
 

●
危
険

個
所
マ

ッ
プ
作

成
 

●
企
業

誘
致
 

○
安

心
し

て
子

育
て

が
出

来
る

よ

う
な

環
境
づ

く
り
を

す
る

 

○
子

育
て

世
代

の
負

担
を

減
ら

す

取
り

組
み
を

行
う

 

○
U

タ
ー
ン

者
や
移

住
者
を

温
か

く
迎

え
交

流
で

き
る

場
を

つ
く

る
 

○
人

口
減

少
・

定
住

促
進

対
策

に

取
り

組
む

 
  

区
分

 
自
治

協
議
会

活
動
案

 
ど
こ

で
 

な
に

を
 

ど
う

す
る

 
だ

れ
が

 
い
つ

 

(順
位

) 
自
治

協
 

団
 
体

 
行
 

政
 

新
規
・
継

続
 子

育
て

支
援

 
自
治

協
議
会

・
学
校

 
子

育
て
と

教
育

を
進

め
 

る
会
活

動
 

子
ど

も
を
育

む
 

◎
 

○
 

△
 

１
 

新
規
・
継

続
 危

険
個

所
マ

ッ
プ
作

成
 

行
政

区
・
自

治
協
議

会
 

マ
ッ

プ
作

成
 

フ
ィ

ル
ド
ワ

ー
ク

 
○

 
◎

 
△

 
２

 

新
規
・
継

続
 企

業
誘

致
 

日
本

精
工
用

地
の
有

効

活
用

 
他

 
企

業
誘
致

 
校
区

を
あ
げ

て
陳
情

す

る
 

◎
 

△
 

○
 

３
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分
野 №
 

分
 

野
 

課
題

と
な

っ
て

い
る

地
区

活
動

 
新

し
く

必
要

な
活

動
 

今
後

取
り

組
む

活
動

 

     12
 

 

 

    そ
の

他
特

に
必

要
が

あ
る

と
認

め
る

も
の

 

○
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
セ

ン
タ

ー
問

題
 

 
 

・
事

務
室
の
拡

張
 

・
駐

車
場
の
拡

張
 

・
工

事
要
望

書
（
設

計
図
面

・
見
積

書
）

 

・
購

入
要
望

書
の
提

出
 

○
組

織
機

構
改

革
 

 
（

区
長

委
嘱

）
 

・
組

織
機
構

・
規
約

の
検
討

 

・
自

治
協
議

会
に
お

け
る
区

長
の
位

置
付
け

 

・
役

員
会
に

お
け
る

具
体
的

な
検
討

と
総
会

へ
の
提

案
 

○
地

域
振

興
事

業
 

 
地

域
お

こ
し

 

・
地

域
お
こ

し
（
活

性
化
の
取

り
組
み

）
 

・
ち

か
ぜ
等

地
域
資

源
の
活

用
 

・
具

体
的
な

内
容
の

検
討

 

○
空

き
家

・
転

入
者

対
策

 

 

・
空

き
家
の

実
態
調

査
 

 

・
市

空
き
家

バ
ン
ク

と
の
連

携
 

○
通

学
合

宿
 

 

・
現

在
の
通

学
合
宿

の
あ
り

方
検
討

 
・
大

石
地
区

の
子
育

て
の
観

点
 

・
自

治
協
議

会
と
し

て
の
関

わ
り
方
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②
 

分
野

別
議

論
の

ま
と

め
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
  
 
  
 
  
 
  
  

  
 
  
  

  
 
  
  

  
 
  
  

  
 
  
  

 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
中

期
（

３
年

～
５

年
）
、

長
期

（
５

年
～

1
0
年

）
 

 

№
 

分
 

野
 

現
在

取
り

組
ん

で
い

る
 

地
区

内
活

動
 

継 続

検 討
新
し

く
必

要
な
活

動
 

今
後

取
り

組
む
活

動
 

２
８

 

年
度

 

中 期

長 期
担

当
部

署
 

１
 

防
犯

及
び

防
災

 

○
（

防
犯

カ
メ

ラ
）

地
区

で
の

設
置

数
２
ヶ

所
 

○
 

○
（

防
犯

カ
メ

ラ
）
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ー
活
動

上
で
新

規
設

置
場

所
及
び
個

数
を

検
討

 

●
自
主

防
災

組
織

全
行

政
区

結
成

 
 

○
 

 

地
域

振
興

部
会

 

○
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
で

防
災

訓
練

（
年

２
回

）
 

○
 

 
●

防
災

訓
練

 
○

 
 

 

○
自

主
防

災
組

織
 

現
結

成
数
９

組
織

 
○

 
 

○
防

犯
意

識
の

啓
発

・
防

災
教

育
 

●
避
難

所
の

確
保

と
訓

練
 

 
○
 

 

 
 

 
○

自
主

防
災

組
織

を
全

行
政

区
に

早
急

に

設
置
す

べ
き

 

●
防
災

教
育

 
○

 
 

 

 
 

 
○

自
治

協
議

会
内

で
の
防
災

組
織

を
つ

く
る

 
○

 
 

 

 
 

 
○
避

難
経

路
の
周
知

と
確

認
 

○
意
識

啓
発

 
○

 
 

 

 
 

 
○
非

常
食

の
備

蓄
（

食
糧

・
水

）
 

 
 

 
 

 
 

 
○
避

難
所

の
運

営
訓

練
 

 
 

 
 

２
 

生
涯

学
習

活
動

 

○
グ

ラ
ウ

ン
ド

ゴ
ル

フ
大
会

 
 

○
 

 
○
高

齢
者

に
対

す
る

サ
ー

ク
ル
活
動

 
●

グ
ラ

ウ
ン

ド
ゴ

ル
フ
大
会

 
○

 
 

 

社
会

教
育

部
会

 

○
菜

の
花

ウ
ォ

ー
キ

ン
グ

大
会

 
○

 
 

○
活

動
の

場
づ

く
り

（
各

種
教

室
開

催
）

 
●

地
域

活
動

の
担

い
手

づ
く

り
の

た
め

の
人

材
育

成
（

子
供

会
）

 
 

○
 

 
○
大

石
駅

伝
競

争
大

会
 

○
 

 
○
知

恵
や

知
識

の
活

用
の

場
づ

く
り

 

○
親

子
凧

あ
げ

大
会

 
○

 
 

○
リ

ー
ダ

ー
育

成
・

発
掘

 
●

各
種

教
室

（
サ

ー
ク

ル
活

動
）

の
開

催
 

 
○
 

 

○
一

年
生

七
夕
お

祝
い

 
○

 
 

○
地

域
間

・
世

代
間

交
流

 
○

地
域

間
・

世
代

間
交

流
 

 
○
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

３
 

環
境

及
び

景
観

の

保
全

 

○
期

成
会

に
よ

る
要
望

 
 

○
 

○
意
見
を
交
換
し
合
う
シ
ス
テ
ム
を
創
る

 
●

道
路

愛
護

 
○

 
 

 

地
域

振
興

部
会

 

○
放

水
路
の

管
理

 
○

 
 

○
公

園
に

日
陰

を
造

っ
て

ほ
し

い
 

●
意
見

を
交

換
し
合
う

シ
ス

テ
ム

づ
く

り
 

 
○
 

 

○
草

刈
 

○
 

 
○
公

園
に

関
す

る
要

望
を

調
査

す
る

 
●

効
率

の
よ

い
作

業
が

で
き

る
シ

ス
テ

ム
づ

く
り

 
○
 

 

 
 

 
○
下

水
道

の
接

続
を

進
め

る
 

○
公
園

管
理

 
○

 
 

 

 
 

 
 

○
道
路

愛
護

で
の

草
刈

り
 

○
 

 
 

 
 

 
 

○
道
路

愛
護

で
の

河
川

の
清

掃
 

○
 

 
 

４
 

人
権

教
育

・
啓

発

○
人

権
講

演
会

 
○

 
 

○
人

権
学

習
(
区

長
会

・
分

館
長

会
・

各
部

会
)
  

●
人
権

講
演

会
 

○
 

 
 

役
員

会
 

 
 

 
●

人
権

学
習

（
区

長
会

・
分

館
長

会
・

部
会

）
 

○
 

 
 

 
 

 
○
人

権
の

花
の

栽
培

 
●

人
権

の
花

栽
培

 
 

○
 

 

５
 

福
祉

及
び

健
康

増

進
 

○
友

愛
訪

問
 

○
 

 
○
か

ん
た

ん
な

食
事
つ
く

り
応

援
 

●
見
守

り
・
声
か

け
 

○
 

 
健
康

福
祉

部
会

 

○
ラ

ジ
オ

体
操

 
○

 
 

○
各

家
庭
の
掃

除
 

○
一
人

暮
ら

し
の

声
か

け
 

○
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○
あ

い
の

会
の

お
弁
当

作
り

 
○

 
 

○
移

動
ス

ー
パ

ー
週
１
回

を
週

２
回

に
 

●
買

い
物

支
援

を
多

く
の

人
が

手
伝

え
る

よ
う

に

し
た

い
 

 
○
 

 

○
小

修
理

活
動

 
 

 
○
簡

単
な

家
の

修
理
・
ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

 

○
買

い
物

支
援

 
 

○
 

○
買

い
物

支
援

を
多

く
の

方
が

手
伝

え
る

よ
う
に

し
た

い
 

●
簡
単

な
家

の
修

理
 

 
○
 

 

○
一

人
暮

ら
し

訪
問

 
 

○
 

○
ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

 
 

○
 

 

○
福

祉
ま

つ
り

 
○

 
 

 
○

よ
り

あ
い

会
 

○
 

 
 

○
福

祉
委

員
研

修
会

 
○

 
 

 
 

 
 

 

○
シ

ル
バ

ー
料
理

教
室

 
○

 
 

 
○

移
動

ス
ー

パ
ー

 
 

○
 

 

６
 

高
齢

者
等

の
生

き

が
い

 

○
老

人
ク

ラ
ブ

グ
ラ

ウ
ン

ド
ゴ

ル
フ

大
会

 
○

 
 

○
便

利
屋

活
動

（
基

本
は

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

）
 

（
例

）
・

テ
レ

ビ
の

故
障

・
玄

関
チ

ャ
イ

ム

の
故
障

等
）

 

●
老
人

ク
ラ

ブ
グ

ラ
ウ

ン
ド

ゴ
ル

フ
大

会
 

○
 

 
 

社
会

教
育

部
会

 

○
老

人
ク

ラ
ブ

パ
ー

ク
ゴ

ル
フ

大
会

 
○

 
 

●
一
人

暮
ら

し
高

齢
者

に
対

す
る

見
守

り
の

徹
底

○
 

 
 

 
 

 
○

便
利

屋
活

動
 

 
○
 

 

 
 

 
○
有

償
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
 

 
 

 
 

 
 

 
○
行

政
区

の
公

民
館

の
解

放
（
サ

ー
ク

ル
活

動
を
行
う
）

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

  

７
 

青
少

年
の

健
全

育

成
 

○
と

い
も

っ
祭

子
育

て
と
教

育
を

進
め

る
会

 
○

 
 

○
リ

ー
ダ

ー
育

成
 

●
通
学

合
宿

 
 

○
 

 

青
少

年
育

成
部

会
 

○
ソ

フ
テ

ィ
ボ

ー
ル

大
会

 
○

 
 

○
通

学
合

宿
 

●
リ
ー

ダ
ー

育
成
（
子

ど
も

会
）

 
 

○
 

 

○
弓

立
神

社
万

年
願

相
撲

大
会

 
 

 
○
野

外
体

験
活

動
 

●
伝
統

行
事

 
（

相
撲

、
駅

伝
、

凧
あ

げ
）

 
○

 
 

 

 
 

 
○
あ

い
さ

つ
運

動
 

 
○

寺
子

屋
的

な
教

育
 

 
 

○

 
 

 
○
子

育
て

相
談

 
 

 
 

 
 

 
 

 
○
寺

子
屋

的
な

教
育

 
 

 
 

 

 
 

 
 

○
伝

統
行

事
の
継
承

と
発

展
 

 
 

 
 

８
 

男
女
共

同
参

画
社

会
の

推
進

 

○
女

性
部

会
 

○
 

 
○
女

性
部

連
絡

員
学

習
会

  
●

女
性

部
連

絡
員

学
習

会
 

○
 

 
 

女
性
部

会
 

○
井

戸
端

会
議

 
○

 
 

○
男

の
料

理
教

室
 

●
男
の

料
理

教
室

 
 

○
 

 

○
視

察
研

修
 

○
 

 
○
地

区
民

へ
講

演
等
で
の

啓
発

活
活

動
 

●
講
演

会
の

実
施

 
○

 
 

 

 
 

 
 

○
女
性

部
会

の
設

置
 

○
 

 
 

９
 

地
域
文

化
の

継
承

及
び

創
出

 

○
し

め
縄
づ

く
り

 
○

 
 

○
歴

史
マ

ッ
プ

づ
く

り
 

●
し
め

縄
づ

く
り

 
○

 
 

 

地
域

振
興

部
会

 
 

 
 

○
地

域
資

源
の

把
握
と
情

報
発

信
 

●
地
域

の
歴

史
文

化
の

周
知

・
広

報
 

 
○
 

 
 

 
 

○
歴

史
文

化
の

伝
承

（
子

ど
も

へ
）

 
○

歴
史

文
化

の
伝

承
（

子
ど

も
へ

）
 

 
○
 

 
 

 
 

○
地

域
歴

史
・

文
化

の
周

知
・

広
報

 
 

 
 

 

1
0 

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ビ

ジ
ネ

ス
等

地
域

経

営
 

○
フ

ァ
イ

バ
ー

リ
サ

イ
ク

ル
事
業

 
 

 
○
地

域
資

源
を

活
用
し
た

地
域

お
こ

し
 

○
フ
ァ

イ
バ

ー
リ

サ
イ

ク
ル
事
業

 
○

 
 

 

役
員

会
 

 
 

 
○
イ

ベ
ン

ト
の

実
施

 
○

地
産

地
消

の
直

売
所

開
設

 
 

○
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

1
1 

地
域

①
地

域
振

○
大

石
小

運
動

会
 

○
 

 
○

ま
つ

り
（

市
の

フ
ォ

ロ
ー

手
配

ル
ー

●
公
園

の
草

刈
り

 
○

 
 

 
 

－ 34 －



課
題

の
解

決
、

地
域

振
興

及
び

住
民

交
流

 
 

興
、

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

づ
く

り
 

○
ラ

ジ
オ

体
操

 
○

 
 

ト
)・

一
度

止
め

る
と
再
開

は
難

し
い

 
●

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

セ
ン

タ
ー
（
公

民
館

）
の

活
用

○
 

 
 

      

役
員

会
 

○
三

世
代

交
流

 
○

 
 

○
盆

踊
り

大
会

 
●

お
祭

り
・

演
芸

会
・

獅
子

舞
 

○
 

 
 

○
と

い
も

っ
祭

 
○

 
 

○
小

学
校

運
動

会
を

活
用

し
た

地
域

運
動

会
 

○
花
ま

つ
り

 
 

○
 

 

○
文

化
祭

 
○

 
 

○
シ
ル

バ
ー

人
材

セ
ン

タ
ー

 
 

○
 

 

○
通

学
合

宿
 

 
○

 
○
ス

ポ
ー

ツ
大

会
 

○
ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア
人
材

バ
ン

ク
 

 
○
 

 

○
グ

ラ
ウ

ン
ド

ゴ
ル

フ
大
会

 
○

 
 

○
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
セ

ン
タ

ー
の

活
用

 
○

大
石

版
寺

子
屋

 
 

○
 

 

 
 

 
○
大

石
版

寺
子

屋
 

○
地
域

運
動

会
 

 
○
 

 

 
 

 
○

大
石

グ
ラ

ウ
ン

ド
ゴ

ル
フ

大
会

を
行

政

区
で
も

実
施

し
上

位
数
チ
ー

ム
再

参
加

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
○

高
齢

者
の

先
生

に
よ

る
子

供
へ

の
料

理

教
室
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
○
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
人

材
バ

ン
ク

 
 

 
 

 

 
 

 
○
鬼

火
た

き
・

お
ま

つ
り

・
獅

子
舞

 
 

 
 

 

 
 

 
○
地

域
清

掃
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
 

 
 

 
 

 
 

 
○
シ

ル
バ

ー
人

材
セ

ン
タ

ー
(大

石
) 

 
 

 
 

②
地

域

産
業

育
成

 

○
組

合
を

創
っ

て
放

置
し

て
い

る
と

こ
ろ

で

作
物
を
作

る
 

 
○

 
○
市

に
要

望
を

す
る

 
●

組
合

づ
く

り
 

 
○
 

 

役
員

会
 

○
地

元
か

ら
の

要
望

を
調

査
し

希
望

を
叶

え
る

 
●

雇
用

の
創

出
 

 
 

○

 
 

 
●

地
域

産
業

の
育

成
 

 
 

 
○

 
 

 
○
高

齢
者
の
活

用
 

○
家
庭

菜
園

 
 

○
 

 

 
 

 
○
人

脈
の

掘
り

起
し

 
○

人
脈

の
掘

り
起

こ
し

 
 

○
 

 

 
 

 
 

○
高
齢

者
の

活
用

 
 

○
 

 

 
 

 
 

○
人
材

派
遣

（
高

齢
者

の
活

用
）

 
 

○
 

 

③
人

口
減

少
・

定
住

促
進

 

○
子

供
１

１
０

番
 

○
 

 
○
防

犯
カ

メ
ラ

●
子
育

て
支

援
 

子
育

て
と

教
育

（
学

童
保

育
）

 
○
 

 

役
員

会
 

○
シ

ル
バ

ー
保
安

官
 

○
 

 
○
空

家
対

策
事

業
 

●
危
険

個
所

マ
ッ

プ
作

成
（

全
域

）
 

 
○
 

 

○
危

険
箇

所
マ

ッ
プ
作

成
 

 
○

 
○
企

業
誘

致
 

●
企
業

誘
致

 
 

○
 

 

○
延

長
保

育
 

 
○

 
○
大

石
の

魅
力

発
信

 
 

 
 

 

○
子

育
て

支
援

（
学
童

保
育

）
 

○
 

 
 

 
 

 
 

○
子

育
て

情
報

発
信

 
 

○
 

 
 

 
 

 

1
2 

そ
の

他
特

に
必

要

が
あ

る
と

認
め

る

も
の

 

 
 

 
○
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
セ

ン
タ

ー
問

題
 

○
事
務

室
、

駐
車

場
の

拡
張

 
○

 
 

 

役
員

会
 

 
 

 
○
組

織
機

構
改

革
 

 
 

（
区

長
委

嘱
）

 
○

組
織

機
構

・
規

約
の

検
討

 
○

 
 

 

 
 

 
○
地

域
振

興
事

業
 

○
地
域

お
こ

し
（

活
性

化
の

取
り

組
み

）
 

 
○
 

 

 
 

 
○
空

き
家

・
転

入
者

対
策

 
○

空
き

家
の

実
態

調
査

 
 

○
 

 

 
 

 
○
通

学
合

宿
 

○
通
学

合
宿

の
あ

り
方

検
討

 
○
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